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!) r農工コムプレックスJ(ArpapHO-n伊 M"山出H凶 KOMnJ臨めという言葉には，農業生産と工
業生産の発展した有機的結合という国民怪済的部門連関町用法と，企業または企業間関部りレベ
ルでの農業生産と工業生産自直接的結合とトう経営組織論的周法とがある。ソ連では，例えばB
ウメツキーが書いているく6.Y旧 'UKI1H，0 CE田町田油田OX03曲目配H出 IX民間pepa6aThlBaKl山田
口peAflpHHTll抗， ((Bonp田hJ3KOHOMHK即抽 8，1971， cTp.31"'-'3めように，前者自意味で用いる ζ
とが多いようである。我々がD口Rに則して用いる垂直協業は主として後者のJ意味である。尚，
山内武夫「東ヨーロツハ諸国の農工業複合体J (.平田重明編アジア経済研究所刊『東欧の農業生




において既に2C年代後半に農工コンピナ ト請として論議され亡はいる (A.A. Ambarzurnuw. 
Okonom符cheBeziehungen民国:SchenIn.dzωtrie und Landwi，古 cha.ftim -Sozialismus. 
1973. S. 95旺..u.a.). 






















フホ ズへの加工抽曜の付置が最も有効な農工協業だという(.11.1. BOl1IOJI， ArpapHo-npOMhJ凹令
四 iHoeK凹 rrep凶pOBaHlIe1 9中eKTHBHOC百 npolf3Bo.n;CT凧 d 白田MH明日CKaHr国町酔品目，
MaJ.i 1!=l7.'3 r.)ー
4) ソ連でもそうである(8..BemKep， Cou印刷O班 OHOM山田K田口pO白eMhJ HH，/ly目'pHa沼田叫胤
CCJJbCKOX03s'lkTBCHHoro npo旧同月廿回，岨onpo佃町OHO問問》地 8，1971， CTp. 41). 
5) H. Wachowitz. "Karl Marx und unsere田 zialistischeLandwirdschaft“. Einheit， 1968， 
H. 4-5， S. 480 
6) H. Wirsig， "Kooperation--HauPtket-englied in unserer Landwirdschaft und Nahr-
ungsguterwirtschaft“， Einheit， 1968， H. 8， S.974 
専門的社会主義農業経営の形成 (27) 27 
々はこれまでに，路線確立過程〔論文①)，第9回ドイツ農民会議で確立した協













ACZ 農業化学センター LPG 農業生産協同組合
agra 農業博(共進会〉 RLN 農業生産食品業評議会
DDR ドイツ民主共和国 SED ドイツ社会主義統一党
GPG 園芸生産協同組合 VEB 人民所有経営
KAP 協業的植物生産部 VEG 人民所有農場
KOG 協業共同体 ZBE 経営間綿織体
KOV 協業連合 ZGE 協同組合間組織体
I 













た9)が，しかし. KOV結成， より広く協業チェーンの形成は， 農業・食品業
全体の工業的な管理・組織への「卓抜した基盤」であり，生産効率の向上と住
民の具体的需要への対応とを結合させるもので.r協業り発展が質的に新たな











8) 第10回農民会議やRLN体制の概略的解説としては， K.-H.'Brandt，..D世主 Dεutsche Ba-
uernkongres und die staatliche Leitung der Landwirdschaft und Nahrungsguterw古田chaft"，
Staat und Recht. 1968. H. 9や，拙稿「東ドイツ農業の計画化・管理制度J(平因調前掲書L
などをみよ
9) W. Ulbricht. -Das品 onornischaSystern des Sozwlis-mus胡 'derLandu.ητsch4舟 d.，
DDR 1961-1969， 1970， S. 449 
10) Eben血， S. 447f 
11) X. Deutscher Bauernkongア百ifJ， ubera品目白tesProtokoll， 1'968， S.103 
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13) Ebenda， S.219 傍点引用者。
14) Ebenda， S.164 
15) W. Kohn u， a.， "Entwicklung des hocheffektiven Versorgungssystems fur das Ball 
ungsgebiet "， Kooteration， 1969， H." 1， S 阻止
16) Ebenda，只 21
17) X. Deutscher . ..， a. a. 0.. S. 164 


















少L長〈な bたが， みられる通り， 構想された発展方向は， 単純協業から
「相対的に独立のJ専門化した協業的生産へ，である。
18) El脚 da，S. 128傍点ー ヲI用者ロこのテキストでは球印由箇晴が「生産集積」であるが，文意
から誤植と思われるので，別の2つのテキスト (W.Ulbric1、t，a. a. 0.. S. 5061 Kooperatioll， 
1968. H. 7， S.6)によち「植物生産」と訂正した。
19) ハレ県ケーテン郡にある先進IぐOG.当初の様相は論文①脚注品目文献をとの頃や最近につ
いてはx.n印刷'cher..， a. a. 0.， S. '292 f とKo噌eratwn誌の1969年8月， 周年10月
から翌年2月までの各号， 72年6月 10月， 73年9月号等所担。レポ トをみよ。後述の10中総
でも先進良好KOGと評価されたが，本稿でも省略せざるを揮ない。
20) X. Deutscher.... " a. a. 0.， S. 293 曹点 ヲ|用者.彼女。発言記録にはないが，ウルプリ
ヒトが彼女の発言の引用として述べた中には. rこれら¢生産諸単位〈製品別の協業部J生産諸単
























組織体(協業部l， (司法人協業組J織体(独立り ZGE/ZBE)， り独立専門経営






目群の単一経蛍の意暁ではたい)0V gl. G. Ewald， "Ukollomische Masnahmen zur Folderung 
der 1<く~ooperation"， K.同pera出均 1967，H 2/X. D.四 tscher.'" .， a. a. 0.. S. 162 u. 5. 172 f 
本稿ではともに同義に前者の字義通りに用いる。























22) Autorenkollektiv; . K∞peration5beziehungen--Hauptkettenglied fur die Weiterent-
wicklung der Landwi由 chaftund Nahrungsguterwirtschaft“，x.田lterat削 t，1968. H. 5-6. 
S. 13 
23) Eb'eru和尚，論文②50:"51ベジ毒照3
24) Ebenda， S， 12 
34 (34) 第115巻第1・2号






















25) 撞述〈脚注目〉の『講義.nS. 7。もなみにこの年の農業経営数はタイプEが 5759，タイプI
Eが5754，VEGが日4で，全国産地は631万haであった (StatisttschesJahrbuch der DDR， 
1972)。
26) H. Wachowitz; a. a. 0.， S.484f 
~7) G. Gruneberg， "Die weiteren Aufgaben zuτDurchfUhnmg der Beschlu錨edes VII. 
Parteitages der SED und des X. Deutschen Bauernkongresses'<， KI四teration，1969. H. 1， 





























29) Vgl." KOG Plate: Chronisten des besseren Rech'leIls und Wirtschafteu5"， K，凹'þeratw7t~
1969. H. 10. S. 17f 
30) おooperatωn，1968， H. 12. S. 1 
専門的社会主義農業経営の形成 (35) 35 









































31) "In unserer gemeinsamen Sache “，K，田 .peraばωt，1969. H. 1， S.1. 
32) Ebenda 傍点ー 引用者。
33) NeuRs DeutschZand. 23. 4. 1969， S.3 彼らは3月末。ザγザルハウゼゾ郡RLNOJ会議白
席上で投書しようという気持になったという。その席では，同郡白1IKOG中6KOGがその春





34) 以下では10中総へのホ ネッカーによる政治局報告 CKo砂町atl間九 1969，H. 5-6， 5.2 fに
要旨所収〕を⑮，同ウノレプリヒト結審 (W:Ulbricht. Zu e問igenaktuellen Problemen， 1969) 
を⑪ 中央RLN第6回会議でのェゲアルト報告 CG.Ewa1d， "口ie'schδpferische Initiative 
der Gen団senschaftsbauerinner王国吐ーbauernvoll 目ltfalten “ • Koopen叫 wn，1969， H. 5-6. 
5.17 f.)とグりュ ネJ ルク簡説 (C.Cruneberg， "Genossenschaftliche DemokrutIe breit 
entwickeln"， Kooperatwn.1969. H. 5-6. S. 27ft)とを各々 @，@とする。引用はカヅコ内の
テキストによるB
35) そのうちり中心文献として.Kollektiv unter Leitung von B. Kiesler， "Die genossenscha 
ft1iche Demokratie und das Zusammenwirken der LPG in KOG"， Einheit，日69，H. 8， 
S.953任をとりあげ，@とする. 本稿では直接引用する機会がなかったが，次申文献も重参考に
なった。 Autor印 IkollektivCE. Kτ'aus. W. Alms u. a.)， ..Der Leninsche G四国senschafts
plan und das田 zia1出回cheAgrarrecht in der DDR“， Staat und Recht， 1970， H. 4， S 
590宜























文 や NeueDeutsche Bauernzeitungを， グリ且ー不ベノレクは農産物買付
加士国家委員会とその雑誌 Agroforumの幾つかの記事や論文を槍玉にあげた
〔⑪ 5.12/@ S. 28)。
10中総はこう Lた逸脱を強〈批判し I発展テYポを所与の諸条件に合致す
専門聞社会主義農業経営。形成 (39) 39 






















は「正しくなかったJC@ S. 29)。何故なら， 全国的には ILPGの20%は契
約によってあれこれのKOVと一度も結びついたことがない」という現実にも
かかわらず， IKOVが社会主義競争のト γ プにおかれ」おう KOVへの参加が
36) このあと彼は「しかも食用馬鈴薯協業チェー ンにおいてである」と続けた。これは後述り園民
経済的可能性の問題にもかヵ、わっている@
























37) L. Komlo， " The industrialization and integration of昭 riculturein a socialist country ". 
A.cta Oecon凹nica，Vol. 10， N工 1，p. 76 
38) H. Wirslg， .Vertikale K∞.peration in unserer Land-und Nahrungsguten削'"品aft.~. 
Einheit. 1969， H. 4. S. 465 f ウルプリヒトが10中総で槍宝にあげた E間heitの当該筒所は
この論文の一節 (8.473)であるg

























39) VgL H. Wirsig， ..Die komplexe"sozialistische"Rationalisierung und die Kooperations 
beziehungen in <1er L:andwirtschaft der DDR“， W師 schaftswissenscha，.β"1966. H. 11， S. 
1810 f 

























41) . Kolloquium uher die Probleme der Entwicklung der gesellschaftlichen Organisation 
de:r Produktion in der Landwirtschaft der DDR". Wirtschaftswisunschaft， 1967， H. 4. 
S.667. 
42) 例えば論士:])65へ ジ参照。また Staatund Recht 1967年4月号に寄せたエヴアルトの論
文昭表題『食品業D複合的科学的指導』における「食品羊」とは農業を含んだ意味であった，








して， KOVは諸経営の契約的結合であるという区別..，を強調した〔⑪ S.12f.; 











向上などが強調された(@S. 23 f.l@ S.田3)乙とはいうまでもなト。
現段階の重点とされたKOG的結集の発展についても，当面の目標が手直し
された。その 1つは i主要生産部門の独立化」をめくる問題である。ここに































45) Neues Deutschland. 18. 6. 1971， S. 7 
46) Neues Deutschland. 27. 3. 1969， S.5 ll. 1. 4. 1969， S.3 
専門的社会主義農業経営の形成 (45) 45 
しかも同紙は. KOGノイホヲント〔論文④参照〉の F.ドノレYらの， この報道
は「我々にとって興味深かった。我々も 近いうちにそのような独立の経営
を設立するつもりである」との決意を紹介したりもした叩。
しかし10中総は，ハーノレシュテ γ トのような独立化は rLPG模範定款に一
致しない諸条件の形成J(@S. 30)であり， それを全国的に積極的に位置づけ
る二とは「現在の…・発展段階」の「とびこえ」であり r他の ....KOGの











LPG (既存のそれーー引用者〉幹部会や組合員総会が決定しているJ(⑪ S. 14) 
からである。 そのため唱団 69におけるボブリ vチターノレの展示は， 前年の




47) Neues D.印tschland.11. 4. 1969， ，S.3 この記事ではKAPノイホラント甲骨諜者は340人
である(論文④53ベ-~Iこ対比〉。
48) プラー テの場合は，独立化水準がハー ルシェテットほどではないが，実際の弊害に直面して後
退措置をとった。
49) W. Eberle u. a.， "KOG Bobrit~当chtal: Problerne der Planung und Leitung in der 
gemeinsamen Ar belt“. Kooperation， 1969， H. 9， S.8 
46 (46) 第115巻第1・2号






















50) 従って， この時期には，協定価梧はコストカパ 型， 諸フォソドは毒加LPGへDとめおき
方式が強調された(@S. 23/Vgl. E. Burgh町民ltu. a.， "Die Stellung der LPG in uer 
KOG“， Kooperation， 1969， H. 7， S.43)。
51) Sozialutische Wirtschaf'tsentwicklung und Recht. 1967， S.206 悼点引用者。






専門的社会主義農業経営の形成 ( 47) 47 
とζろで事態の発端の投書の如<，協業的生産の独立化傾向だけでなく，協
業的生産への一面的方向つ守けそのものが戒められ，単純な形態の協業の意義が





















55) Kooタerat"on，1970， H. 1， S. 4 
56) 今回より従来由「ドイツ農民会議jからこのように改称された。
57) "Interview mit Genoss回 G.Ewald‘'， K(四 peration.1972，日1， S. 3.jXL Bauernkong. 
res der DDR. uberarbeitetes Protokoll， 1972. S. 41 






















58i Beric'ht de$ ze出問依田n世田即位n VIll. Pat官印:gder SED， 1971， S. 52. V gl 
DORumente 品 sVIII. Parteitages der SED， 1971， S.23 傍点とカッコ肉は引用者。 向，
8党大会水準。協業請は， E. Godau， H. Wirsig ¥1. a.， "Kooperation und planmasige Kon 
zentration und Spezialisierung in der Landwirt到chaft". Wir官 chaftswiss凹 'lschaft.1971. 
H. 12， S.1804庇がよ〈まとめている。
59) "Interview ヘ仏 a.0.， S. 5 傍点引用者。
60) この変化の理由は我々 にははっきりしないo 1970年3月制定申 "VOuber KOG“(農業は
対象外〕白言う KOGと区周Jするため，あるいはその後なされた IKOG畳録規定」の廃止に象
徴されるKOGの地位の一定の変化の表現，などが推測されうる。





(3) 等質大量生産。 (4) 生産物とそのためのテクノロジー(論文061ベーシ参照)
別に段階的生産を形成し， 貯蔵・加工までの個々の生産諸段階を協業 (KOV)














部分的自動化の初期にあるとした(..Interview mit 'Genossen G. Gruneberg“， Einheit， 1970. 
H. 9， S. 1133)， 
62) XI. Bauel切k011gre.s_...， 0._ a. 0.， S. 8免f.ll. S. 118 f千
63) これも主に協業組織体として形成されるが，重点たるAC Z (Agrochemisches Zentrum.農
業化学七γター〉は1972年4月には208に達した。それは合計'43白人の従業者で，企国農地の約6
割をカバーした (Eb印血， 5. 61)0 1971-75五ヶ年計画についての8党大会の指令は，計画制問
中にACZ嗣の建設を完fし，機械化等とあいまって農地 haあたり町植物生産を均年までに44
テジ lンぽ註物単位〉に高めるとした CDokumente晶 sV/Il. ，_ ..•. a. a. O.，S. 95)固尚， ACZ 




buch der DDR 1973， S.200より算出)。ちなみに，大学専門学校出身者は農業全体では4.4
目だが，工業化された畜産施設では2;0%の比重であるくXI.Bauernkongre.s ••.••. a. a. 0.， S 
120)。
65) XI. Baueγnkongァ-es.....• a. a. 0.， S. 98f 



















規 模 |施設数| 内 数
手L 牛 施 設 600頭以上 61 1000~2000頭白ものが9施設
若令牛育成施設 800 ル 64 1000以上が51
牛肥育施設 1000 ノア 30 1500りもりが15
豚肥育施設 3000 1 65 5000.，10000が26と10000以上が5
繁殖豚飼養施設 400 。 55 800~loo0が8 と 1日00以上が3
(注〉 ほかに，採卵では計620万羽の25施設が国家収納量の33弘， ブロイラー は7施設が同20%
を生産した。
(出所) XI. Bat即品。噌res. • a， a. 0.， S. 60 
66) F.henda， S.84 u. S. 124 f 傍点引用者。但し，我々が若干補足a
67) 担し，共同投入かbすくにKAPド移った所も多い。
専門的社会主義農業経営の形成 (51) 51 
ノレラータノレその他におけるように，長期にわたる協業的協力の進んだ条件の下
では， 日植物生産あるいは畜産の，寺内ィ"tUa会6主元丘中立6に発展す




















68) エヴアルトはさきのインタビュー の時点では， 畜産にはこの方針を「展望として」語ってい
たが，植物生産についてはまだKAPまでしか語らなかった C"Interviewmit Cenossen G 
Ewald“，a. a. 0.， S.4')0 
69) XI. B，ωwrnkongrf!β • a. a. 0.， S.84 u. S. 126. 
70) R. Arlt u.ι， ，. Dex XI. Bauernkongres der DDR uncl die Vervol1kommnung der 
staatlichen Leitung der Landwirtschaft und des Agrarrechts"，δ'taat und Recht， 1'972， 







組織体であり i新たな LPG'VEGJ とは専門化・工業化した LPG'
VEGである。 i過渡形態」はKAPや植物生産ZBE.ZGE，畜産協業組














71) W.' Reibetaロzu. a.， "Der Ubergang zu industriern凶i.e:erProd uktion in der田zialistischen
LD.ndwutschaft"， W irtscha，.舟民乙山enscha，.舟， 1973， H. 6， S. 911 f. f:基本単位」につい ζ白 ζ
うした評価は， iLPG. VEGが社会主義農業経賞。基本形態であるし，ありつづける」とい
ラ最近(第5回中央RLN会議〉山再確認 (Kooper，出回n，1973， H. 8， S 担3)もあわぜて考え




CH. Galow u. a.， "Fragen des neuen Musterstatuts fur kooperative Einrichtungen der 
L:mdwirtschaft und NahrungsgUterwirtschaft "， 8却 atund Recht， 1973， H. 2， S.283t.)。


























73) R. Arlt u. a.， a.a. .00，.S. 1254 傍点-51用者。
74) Ebenda 
75) H. G沼lowu. a.， a.a. 0. S. 284 f 

























76) V. Klemm， "Zw四 zigJahre sozial叫 3配 heUmge由 ltu.ngder Landwirischaft in der 
DDR“， Jahrbuch fur Wirtschaftsgeschichte， 1972， Teil I; S. 126 
77) Vgl. G. Ewald， .，Nachster Entwicklungsabschnitt stel h出 ereAnforderun呂田“ (vυ皿
der 5. Tagung des RLN der DDR)， Kooperation， 1973， H. 8， S.383 





















するとと〉が整うにしたがい， 協業組織休の， 独自フォ Y ドの形成にまでいた






56 (56) 首 115巻第 1.2号























ふまえて同会議で提案され叫， 1972年 6月10日に発令された rLPG・GPG・
79) K. Wolm u. a.， "K∞perationsrat bewahrt sich als urgan unserer kooperierenden LPGぺ
Kooperation， 1973， H. 9， S._ 101妊.
80) XL Bauernkongres .， a. a. .0， S. 85 u. S. 126 f. 






















81) R. Verbovsky u. a.， "Notwcndi&keit der Bildung und die Verwendung eigener Fonds 
in kooperativ由 Einrichtungen“，K.叫bemtion，1973， H. 1， S.17 
82) H. Galow u. a.， a.a. 0.. S. 284 
83) ]. Gruner u. a.， .Erfahrungen品目 denAufbau und die Leitung von Kooperation 
sverbanden“. Kooperat由民 1971，H. 9， S.17最新の全国KQV数は我々 には不聞だが，エル
フルト県では1973年初めに50KOVが存在した ι，ZuF四 gender Org:anisatiol'l der Leitung 
von Kooperationsverbanden "， Kooterat叩 t，1973. H. 4， S.174)。
S4) H. Galnw u. a.， a. a. 0.. S. 284 
85) 五日IJencb.沼




















86) "Zu Fragen “， a. a. 0.， S. 172. 
87) Eる白吃da，S. 173 
88) J Gruner u. 3.， "Die Entwicklung unseI"er Kooperationsverbande verantwortungsvoll 
weiterfuhren“.Koフ'terat日n，1973， H.， 1， S.29 f. 
8り 以下当協業体については従来利用の文献の一部と， 第II固農民会議でのェヴアルト報告 (XI.
Bauernkongγ'es. .， a. d. 0.， S. 125 f.)とパー ルシュテヅトミルク生産LPG議長K トー
マの晃言 (flhenda，S. lR6 f.)，フザバッハエー デルハウゼγ植物生産LPG議長P フィ γダイ
スの文書発言 Cebenda，S. 396旺)， :&11 P. Findeis u. a.， .LPG Pffanzenproduktion Vip. 
pachedelhausen; Fragen der e鉦ektivenGestal:ung des ReproduktionsprozeSses“， Kooper-
ation， 1973， H. 2， S.63 f による.











* リザー ブー 活用Pため950頭の羊も飼養






































































(出Yr) . Unser "¥Veg zur industriemisigen PTOduktion ヘKooteratioJ1， 1971， H. '9， S.24f 






















〈出所) M. Jahne u. a.， a. a. 0.. S. 493. {.且し， ミルク生産 ZBEの内部構成を略。
90) 以下当協業体については，論文④脚住43の文献の一部と， M. Jahne u. a.， "ZBE Milchpro-
dukti叩 Dedelow: Wie wir unsere Leitungsarbeit 'org;田 ISlere泊“.K，四戸市ticn，1973， H 
1， S.492古による.























91) オルラー タル協業体は，Protokoll des VII. Par官 ztages占rSED， 1967， Bd. III， S.432 fノ
G. Kaulitzki u. a.， "Koop目 ationsgemeinschaftenOrlatal un司Wtlhelmsdorf: lnclustriem 
甜igeP:!lanzenproduktion一一 Zielund Weg "， Ko明erotwl九 '96f1， H. H， S. 1!l任 /XI. 
Baue17l是ongァeβ ，a. a. 0.， S.300 ff.1 R. Munzert u. a.， "Intensivierung der P:flan 
zenproduktion wird zielstrebig geleitet“，K，ωpera畑町 1873.H. 1， S.23妊 IR. Mun"，crt 
u. a.， 11Orlataler Erfahrungen zur Bildung und Verwenclung eigener und gem~in田me，
Fonds. "Koo押印tion，1973， H. 9， S.396任によるe
専門的社会主義農業経曹の形成 〔日〉日
れ」ていたというが，実際にはいま一段階ふまれた。すなわち， 1972年 8月 1
日からKAPを植物生産ZBEに発展させ，その上で短期間に植物生産LPG
に移行した。








共同フォソドは，第3表の如<，投資フォ y ド・リザープフ々 Y ド・ゲマイ







共同投資 1i6729 年7 
1317.6 853.9 2171.5 
フォンド 458.4 756.6 278.5 1493.5 
共同リザー 69ρ 1250.0 
f 7 才 γ ド 72ρ 100.0 290.0 390.0 
ゲマインデ 67.0 214.0 
連合フォソド 72 か 484.0 319.0 147.0 950.0 
(出所) H. Munzert u. a.， .Orlataler... ". a. a. 0.. S. ;5!:l8. 




I 1叩年 I 1972年
文化・社会フォシド | 132.2 126.0 
プレミアムフォンド | 251.'1 177.5 
りザープフォンド|
経常手段フォ γ ド l 496.5 
投資フォ γ ド| 3538.8 
減価償却金より| 1713.7 











順調な成果の中で参加経営が他にも広がった (2L P G) という~，今後は畜
産にふりむけ， 10万頭規模の豚肥育施設と2∞0ストーノレの乳牛施設の建設を計
画Lている。





(2) 諾フォ γ ドの集中と運用， (3) リスクフォ γ ドの形成・使用， (4) 消費に





















をお断りしたい。ただ，N側出 DeutschZand(l)今年 (1974年) 8月21日付によると，
現在KAPは1173で，全国農地目70%に達したとされている (S.じことだけ補足し
亡おきたい。全国農地は1972年に 629万haであり，以後も大きな変動はないと思われ
るのでKAPの平均規模は 4000ha前後と推定される。(1974.9. 5. ) 
92) Vgl. R. Hahneτ1; u.a.， "EiniJョeGrundf日 gender Weite:rentwicklung de5 sozialistischen 
Agrarrechts nach dem VIII. Parteitag der SED“，W町 Z.Karl-Marx-Univ. Leipzig， 
Ges.-und Sprachwiss. R.， 1972， H. 5. S. 468 
